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卒業研究題目 Cベース設計におけるOS/HW間通信の実現

近年、組込みシステムの大規模化、複雑化による設計生産性の低下に対応するため、
設計効率化を目指した設計抽象度の引き上げがなされている。ソフトウェア (SW)設計
ではオブジェクト指向を導入した設計が行われ、ハードウェア (HW)設計ではC言語
ベースの設計が行われつつある。しかし SW/HW間インタフェースの設計は依然とし
て低い抽象度で行われており、標準的なインタフェース仕様なども定まっていない。こ
れらの理由により、インタフェース設計の生産性は SWやHWの設計生産性ほど向上し
ていない。
本研究は、組込みシステムにおける SW/HWインタフェースの設計を効率化するこ

とを目的としている。HWはCベースの記述言語であるHandel-Cで記述されるものと
する。一方、SWはC言語を用いて記述され、業界標準のリアルタイムOSである
ITRON上で実行されることを想定している。

Handel-CにはDSM(Data Stream Manager)という SW/HW間通信機能が備わってい
る。この機能は、HWと SWでC言語レベルのAPIを使用することにより、SW/HW

間通信を可能にするものである。しかしDSMには以下に述べる２つの問題がある。１
つ目は、標準のデバイスドライバでは割込みを使用しておらず、機能的に不十分という
ことである。２つ目は、動的なメモリ確保の問題である。DSMは、任意の個数のポー
トをサポートしている。標準のデバイスドライバでは、使用するポートの数に応じて通
信ポート用の管理メモリを動的に確保する。この動的なメモリ確保はリソースが限られ
ており、かつ予測可能性が重視される組込システムには不向きである。
以上の問題を解決するため、本研究では、組込みシステムに適したデバイスドライバ

と、コンフィギュレータと呼ばれるツールを作成した。作成したデバイスドライバで
は、ITRONに準拠するように割込みを抽象化し、ITRONが備えている機能を用いて割
込みハンドラを実装した。一方、メモリ管理に関しては、動的に通信ポート用の管理メ
モリを確保するのではなく、静的にメモリ確保を行うために ITRONの静的APIという
機能を用いた。具体的には、DSM用の静的APIを定義して通信ポートのオブジェクト
を静的に生成するようにした。
コンフィギュレータとは静的APIを解釈し、必要なオブジェクトをC言語のソース

ファイルの形で生成するツールである。本研究では定義したDSM用の静的APIを解釈
し、デバイスドライバに必要な情報を生成するコンフィギュレータを作成した。
作成したドライバとコンフィギュレータにより、組込みシステムに対応したインタ

フェース生成の自動化が達成できた。


